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津山の夏を遊ぼう学ぼう～イベント情報～ 
市政だより
（創業を志す人たちを支援 シェアオフィス「アートインク津山」 ほか） 
ふぉとるぽ 
けいじばん 
あの頃の津山 
きらめく津山人  



  津山の夏を津山の夏を    遊ぼう遊ぼう  学ぼう学ぼう    ～イベント情報～～イベント情報～
～夏休みの自由研究はコレで決まり！～～夏休みの自由研究はコレで決まり！～

　津山郷土博物館 小学生向け夏の学習プログラム　津山郷土博物館 小学生向け夏の学習プログラム

教室名 カルメ焼きを作ろう 弥生土器を作ろう トンボ玉を作ろう 勾玉を作ろう

と　　き ７月26日㈫
午前10時～11時30分

７月27日㈬
８月17日㈬
午後１時～４時
（両日受講要）

８月３日㈬
①午前９時30分～
②午後２時～

８月９日㈫
①午前９時30分～
②午後２時～

対　　象 小学４～６年生 小学５・６年生 小学５・６年生 小学１～６年生
定　　員 20人 30人 ①②各10人 ①②各30人
参 加 費 200円 400円 400円 300円
締め切り 7月11日㈪ ７月12日㈫ ７月20日㈬ ７月25日㈪
申 込方法　①希望する教室名と時間帯②氏名（ふりがな）③学校名・学年④住所⑤電話番号⑥生年月日を往復
はがきに記入し、郵送で申し込む
 〒708-0022津山市山下92津山郷土博物館☎22-4567

～幼児・小学生向け工作教室～～幼児・小学生向け工作教室～

キッズまちなかチャレンジキッズまちなかチャレンジ
オープンファクトリーオープンファクトリー

とき　７月23日㈯午前10時30分～午後１時
と ころ　アルネ・津山東広場、市立図書館前、ソシ
オ一番街など
内 容　津山工業高校と津山東高校の生徒による、幼
児・小学生向けの工作教室など
参加費　無料　申し込み　不要
 津山工業高等学校（山北）☎22-4174
　津山東高等学校（林田）☎22-9307

～夏休みの思い出に～～夏休みの思い出に～

　津山市子どもまつり　津山市子どもまつり
とき　７月18日㈷午前10時30分～午後２時
と ころ　津山市地域交流センター、
市立図書館視聴覚室（アルネ・津
山４階）
内 容　クラフト工作、カプラ積み、
しおり作り、食育体験コーナー、
風船ショー、昔遊び、ダンスショ
ー、陶芸教室など
 生涯学習課☎32-2120

加茂町スポーツセンタープール
（加茂町中原）☎42-3358

期 間　９月30日㈮まで午前10時～正午、午後１時
～５時（６月と９月は午後のみ）
施設　25ｍプール、幼児用プール
料金　一般＝230円、高校生以下＝110円
休館日　月曜日

勝北総合スポーツ公園プール
（西下）☎36-5800

期間　７月９日㈯～８月31日㈬午前10時～午後５時
施 設　流水プール、幼児用プール、ウォータースラ
イダー、ロックスライダー
料金　340円（０歳児は無料）
休館日　７月11日㈪～15日㈮

久米総合運動公園市民プールレインボー　（中北下）☎57-2311
期間　屋内＝通年（火曜日～土曜日＝午前10時～午後８時45分、日曜日・祝日＝午前10時～午後５時45分）
　　　屋外＝７月１日㈮～８月31日㈬午前10時～午後５時（７月22日㈮・25日㈪は午後２時まで）
施設　屋内＝25ｍプール、幼児用プール、屋外＝流水プール、ウォータースライダー
料金　高校生以上＝610円、中学生以下・65歳以上＝510円（９月以降は各100円割引き）
休館日　屋内＝月曜日、屋外＝期間中無休（７月18日㈷は休館）
 ◆レインボー プール使い放題「期間限定会員」募集！

期間　７月１日㈮～８月31日㈬
料金　高校生以上＝3,080円、中学生以下・65歳以上＝2,050円

グラスハウス　（大田）☎27-7140
期 間　通年午前10時～午後８時（７月16日㈯～８月31日㈬
は午後９時まで）
施 設　流水プール、リラクゼーションプール、フィットネ
スプール、幼児用プール、ウォータースライダー、ジャ
グジー、サウナ
グラスハウス
料金表（税込）

７月１日㈮～
９月30日㈮

10月１日㈯～
翌年６月30日㈮

全日
午後５時以降

４歳～小学生未満 300円 300円 200円
小学生 700円 600円 400円
中学生以上 1,400円 1,200円 800円
65歳以上 800円 600円 500円

※ 団体（20人以上）、障害者、学生（中学生以上）の割引きあり

◆ウォーターラリー
　プールエリア内に隠されている10個のキ
ーワードを探し当て、答えを考えます。
期間　７月16日㈯～８月31日㈬
参 加賞　正解者に小中学生の入館料半額券
を進呈（９月１日㈭から使用可）
◆シンクロナイズドスイミング演技披露
　県内唯一のシンクロナイズドスイミング
チーム「児島水泳倶楽部」の中高生デュエ
ットと小学生チームによる演技です。
とき　８月13日㈯午後１時～

　  夏休みこども映画祭　  夏休みこども映画祭

　  『ベイマックス』　  『ベイマックス』
と き　７月31日㈰開場午前９時
40分～、上映10時～
ところ　勝北文化センター（新野東）
定員　530人（先着順）
入場料　無料　申し込み　不要

 勝北支所市民生活課☎32-7021

～今年の夏はチャレンジ～～今年の夏はチャレンジ～

　津山洋学資料館 夏休み教室　津山洋学資料館 夏休み教室
■親子でヒンデローペンの作品づくり教室
とき　７月30日㈯午後１時30分～４時
内容　オランダの伝統工芸である「ヒンデローペン」の技法を使って、トレーやボールペンに絵付けをする
定員　10組（応募者多数の場合は抽選）
参加費　１点作成の場合＝2,000円、２点作成の場合＝3,800円
■江戸時代の化学書からの再現実験教室
とき　８月６日㈯①午前10時～正午②午後１時30分～３時30分
内 容　津山藩医である宇田川榕

ようあん
菴が書いた日本初の化学書『舎

せい
密
み
開
かい
宗
そう
』

に掲載されている化学実験を再現する
定員　40人（応募者多数の場合は抽選）　参加費　無料
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
対象　小学４～６年生と保護者
申 込方法　①氏名（ふりがな）②住所③電話番号④学校名・学年⑤希望
する教室名と時間を往復はがきに記入し、郵送で申し込む
締め切り　７月15日㈮
 〒708-0833津山市西新町５津山洋学資料館☎23-3324

イベント情報（参加費無料）※入館料要

～消防車・はしご車・救急車がやってくる～～消防車・はしご車・救急車がやってくる～

　第39回こども消防写生大会　第39回こども消防写生大会
と き　①７月25日㈪午前９時30分～正午②７月26日㈫午前９時
30分～正午③７月27日㈬午前９時30分～正午
と ころ　①衆楽公園土の広場（山北）②勝北総合スポーツ公園風
の広場（西下）③ウエストランド駐車場（二宮）
対 象　津山圏域（津山市・鏡野町・勝央町・奈義町・久米南町・
美咲町）に在住の保育園・幼稚園児～小学６年生
持 ってくるもの　写生用具（画用紙
は配布します）
参加費　無料　申し込み　不要
※ 25日㈪のみ雨天順延で28日㈭に開
催。26日㈫・27日㈬は雨天中止
 津山圏域消防組合消防本部（林田）
　☎31-1262
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n 　つやま産業支援センターでは、創業支援空間のシェアオフィス＊「アートインク津山」を市内（田町）に開

設し、創業を志す人たちを支援しています。
　「アートインク津山」には、地域内外から起業家や経営者などの多様な人材が集まり、相互に交流を図りなが
ら新たな事業を起こしたり、ビジネスを成長させたりするなどしています。また、元気なまちづくりや地域の
活性化につながるような取り組みも行っています。入居や利用、見学など、詳しくはお問い合わせください。
＊複数の利用者が同じスペースを共有する事務所のこと
■入居のメリット
・ インターネット環境（無線ＬＡＮ）やプリンター、打ち合わせ
スペース（２階）などがあり、月額12,000円（税別）で利用可能
・ 入居者には、各分野のデザイナーや企画プロデューサーなどもい
て、創業者同士の集団から創造的な事業プランが生まれる環境
・ つやま産業支援センターやアートインク津山の運営会社である
レプタイル株式会社による開業や事業運営のサポートあり
■入居対象者
・ 創業準備中または創業して間もない人（概ね５年以内）
・ 市外の事業者でサテライトオフィスとして活用したい人
・ 第２創業（現在とは別の事業の立ち上げ）を予定している人
・ ソフト系事業（デザイン、ＩＴなど）を営む人

　市では、高齢者や障害者が安全で安心して生活ができ
るまちづくりを進めています。
　その一環として、既存の民間都市施設のバリアフリー
化のための工事費の一部を補助します。
補助額　工事費の２分の１以内（上限200万円）
対 象工事　出入り口の自動ドア設置工事、障害者用トイ
レ設置工事、視覚障害者用誘導ブロック設置工事、出
入り口のスロープ設置工事など
民間都市施設の例
　病院、診療所、老人福祉施設、福祉センター、保育園、
共同作業所、金融機関、映画館など（個人宅、神社仏閣、
倉庫を除く）
補助金額の例

工事金額 市補助金額 設置者負担額
 80万円  40万円  40万円
400万円 200万円 200万円
450万円 200万円 250万円

※詳しくは、お問い合わせください

民間都市施設バリアフリー化補助金
 障害福祉課（市役所１階10番窓口）☎32-2067

職種　事務補助
募集人員　60人程度
受 験資格　高等学校卒業以上の学歴を有し、パ
ソコン（ワード、エクセル）
　の基本操作ができる人
試験日時　８月20日㈯午前９時～
試 験会場　市役所２階大会議室
試 験内容　筆記試験、面接
申 込方法　人事課または各支所・出張所担当課
に備え付けの申込書（市ホームページから印
刷可）に記入し、郵送または直接申し込む
受 付期間　７月４日㈪～８月２日㈫午後５時
15分必着
※ 詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください

平成28年10月以降に採用する
津山市臨時職員登録試験

 〒708-8501津山市山北520人事課
（市役所３階）☎32-2043

■新たな取り組み「ドロップイン利用」
　入居者以外の人も１日単位で利用することができます。
時間　午前９時～午後６時
料金　１日当たり3,500円（税込み）
利用例　インターネット環境を利用して資料を作成するなど

九州地方533件

東北地方284件

関東地方5,660件

中部地方1,498件

近畿地方2,361件

中国地方531件

四国地方183件

北海道地方227件

平成27年度ふるさと津山サポート寄付金（ふるさと納税）
 経済政策課☎32-2081

「津山広域都市計画区域マスタープラン（県決定）」
変更原案の縦覧と公聴会を開催します

 市都市計画課（市役所５階）☎32-2096、県都市計画課（岡山市）☎086-226-7492

　県が広域的な観点で都市計画の基本的な方針を定めている「津山広域都市計画区域の整備、開発及び保全の
方針（都市計画区域マスタープラン）」を改定するため、変更原案の縦覧を行い、公聴会を開催します。
　公聴会で意見を述べようとする人は、縦覧期間内に意見書を提出することができます。
縦覧期間　７月11日㈪～25日㈪午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日を除く）
縦覧場所　市都市計画課（市役所５階）、県都市計画課（県庁６階）
意見書の提出方法　縦覧場所に備え付けの意見書の様式に意見を記入し、縦覧期間中に縦覧場所へ提出する
■公聴会
とき　８月29日㈪午前10時30分～　ところ　市役所２階202会議室
公述人の選定　意見書を提出した人が多数の場合、公述人の人数や時間をあらかじめ制限することがあります。
また、原案に関係のない意見を述べることはできません。
※縦覧期間中に意見書の提出が無かった場合、公聴会は開催されません。中止の場合は、県公報と県都市計画
課ホームページでお知らせします

創業を志す人たちを支援 シェアオフィス「アートインク津山」
 つやま産業支援センター（みらい産業課内）☎24-0740

木造２階建ての「アートインク津山」木造２階建ての「アートインク津山」

自由に席を選んで仕事ができる１階の共有スペー自由に席を選んで仕事ができる１階の共有スペー
ス（18席）ス（18席）

　市では、魅力あるまちづくりを進めるため、全国の皆さんから、ふるさと津山サポート寄付金（ふるさと納
税）としてご支援いただいています。平成27年度は11,277件のご寄付をいただき、合計金額としては、平成
26年度と比較して３倍以上の寄付金をいただきました。皆さん、ありがとうございました。
　ふるさと納税をしていただいた人へのお礼の品など、詳しくは市ホームページをご覧ください。
寄付金の内訳

活　用　事　業 平成27年度寄付金額 平成27年度の活用事例（平成26年度の寄付金を活用）
１．ふるさとの父、母サポート事業 7,118,200円 市内循環バス（ごんごバス）運営への補助など（写真1）
２．ふるさとのこどもサポート事業 36,134,200円 小学校への非常勤講師の配置など（写真2）
３．桜あふれる津山城整備事業 11,056,700円 津山城裏切手門雁

がん

木の整備など（写真3）
４．誇りある津山洋学発信事業 1,257,700円 津山洋学資料館企画展の開催など
５．ふるさと津山のお宝サポート事業 1,842,201円 歴史友好都市・可児市との伝統芸能交歓会の開催など（写真4）
６．水と緑あふれる環境まちづくり事業 17,064,311円 住宅用太陽光発電設備を設置する人への補助など
７．その他（使途を指定しない寄付） 99,638,849円 小中学校のパソコン教室の整備など

合　　計 174,112,161円
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国民年金保険料の免除・納付猶予期間がある人へ
 津山年金事務所（田町）☎31-2363、保険年金課（市役所１階７番窓口）☎32-2072

　年金生活者等支援臨時福祉給付金の申請
期間は平成28年７月14日㈭までです。
　締め切り日を過ぎてしまうと申請を受け
付けることができないため、支給対象とな
っている人でも給付金が支給できませんの
で、お早めに申請を済ませてください。
　対象要件など、詳しくは市ホームページ
をご覧いただくか、お問い合わせください。
申請上の留意点
◆ 平成27年度の市民税が課税されている
人や、平成27年度の市民税を課税され
ている人の税法上の被扶養者になってい
る人は対象外です
◆ 受給後、所得が変更になるなど、支給対
象外となった場合には
返金していただくこと
になります
◆ 申請の締め切り日を過
ぎると支給要件を満た
していても、申請でき
ません

年金生活者等支援臨時福祉
給付金の申請はお済みですか
 臨時福祉給付金対策室（市役所２階）

☎32-7004

国民健康保険料納入通知書を
７月中旬に発送します
 保険年金課（市役所１階９番窓口）☎32-2071

　国民年金保険料の免除や若年者納付猶予を受けた人は、全額を納付した人に比べて、老齢基礎年金額が少な
くなります。免除や猶予を受けた期間の保険料は、過去10年以内であれば、後から納付（追納）ができます。
追納することで、免除や納付猶予によって将来減額される年金額を増やすことができます。
　追納の申し込みや納付書の発行など、詳しくは津山年金事務所にお問い合わせください。
平成29年３月31日までに追納する場合の保険料額（月額）

期間 全額免除・納付猶予
学生納付特例 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

平成18年４月～平成19年３月分 15,000円 11,240円 7,500円 3,740円
平成19年４月～平成20年３月分 15,030円 11,270円 7,520円 3,750円
平成20年４月～平成21年３月分 15,140円 11,360円 7,570円 3,780円
平成21年４月～平成22年３月分 15,230円 11,420円 7,620円 3,800円
平成22年４月～平成23年３月分 15,490円 11,610円 7,750円 3,870円
平成23年４月～平成24年３月分 15,280円 11,450円 7,640円 3,810円
平成24年４月～平成25年３月分 15,130円 11,340円 7,560円 3,780円
平成25年４月～平成26年３月分 15,100円 11,330円 7,550円 3,780円
平成26年４月～平成27年３月分 15,250円 11,440円 7,620円 3,810円
平成27年４月～平成28年３月分 15,590円 11,690円 7,790円 3,900円
※平成25年度以前の保険料には、経過期間に応じた加算額が上乗せされています

　国民健康保険料納入通知書（納付書）を、納付義務者とな
る世帯主へ７月中旬に発送しますので、保険料の金額や納付
方法、支払いが可能な金融機関などをご確認ください。
　保険料は、指定金融機関などのほか、全国のコンビニエン
スストアでもお支払いいただけます。また、払い忘れを防ぐ
ことができる口座振替も便利です。ぜひ、ご利用ください。

納期
（納付月）

普通徴収
（納付書払い・口座振替）

特別徴収
（年金天引き）

４月 １期
５月
６月 ２期
７月 １期
８月 ２期 ３期
９月 ３期
10月 ４期 ４期
11月 ５期
12月 ６期 ５期

平成29年１月 ７期
平成29年２月 ８期 ６期
平成29年３月 ９期
口座振替の申込方法　口座振替を希望する通帳と届出印を持
参し、保険年金課、納税課（市役所２階１番窓口）、各支
所・出張所担当課または市内の各金融機関に申し込む

後期高齢者医療制度の保険料率が変更になります
 〒708-8501津山市山北520保険年金課（市役所１階８番窓口）☎32-2073、または各支所・出張所担当課

　後期高齢者医療保険の保険料率は２年ごとに見直し、平成28年度から均等割額が49,200円に、所得割額の
保険料率が9.87％に変更となります。
　保険料は、被保険者全員が負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計で、
保険料率や計算方法などは、県内の市町村で均一です。
　被保険者の皆さんには、７月中に『後期高齢者医療保険料額決定通知書』を送付しますので、通知書に記載
されている方法で保険料を納めてください。
■保険料の計算方法

均等割額
49,200円 ＋ 所得割額 

（総所得金額など－33万円）×9.87％ ＝ １人当たりの保険料（年額） 
※最高限度額57万円

※平成26・27年度：均等割額＝46,300円、所得割額の保険料率＝9.15％

外来・入院時の限度額適用及び
食事標準負担額減額認定証の更新

　現在、お持ちの認定証の有効期限は、７月31日㈰です。
認定証の更新には申請が必要です。
対象　次の認定証を持っていて、更新を希望する人
　　　◯国民健康保険限度額適用認定証（薄緑色の証）
　　　◯国民健康保険標準負担額減額認定証（黄土色の証）
　　　◯ 国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

（黄土色の証）
申請方法　８月１日㈪以降に保険年金課または各支所・出
張所担当課で申請する
持ってくるもの　印鑑、国民健康保険証

国民健康保険（国保）からのお知らせ
 〒708-8501津山市山北520保険年金課（市役所１階９番窓口）☎32-2071、または各支所・出張所担当課

国民健康保険高齢受給者証の更新

　現在、お持ちの国民健康保険高齢受給者証
の有効期限は７月31日㈰です。
　新しい高齢受給者証は、前年の所得により
窓口負担割合（１割～３割）の再判定を行い
７月下旬に送付します。
対象　70歳以上の国民健康保険被保険者
※窓口負担割合は、本人の所得や同じ世帯に
いる国保加入者の所得によって決まります。
詳しくは、お送りする通知書をご覧いただ
くか、お問い合わせください

※ 有効期限を過ぎた受給者証や認定証は、細かく破り捨てるなど個人の責任で処分するか、保険年金課また
は各支所・出張所担当課の窓口に返却してください（郵送可）

■保険料の納め方
普通徴収　市内の各金融機関、郵便局（中国５県に
限る）、全国のコンビニエンスストア、または口
座振替で納めてください
特別徴収　偶数月に支給される年金から天引きされ
ます

保険料の軽減措置　所得が一定水準以下などの人
は、保険料が軽減されます。詳しくは、保険料
額決定通知書をご覧ください

減額認定証の更新

　現在、お持ちの後期高齢者医療限度額適用・
標準負担額減額認定証（ピンク色）の有効期限
は、７月31日㈰です。
　新しい減額認定証は７月下旬に郵送します。
　ただし、前年の所得を申告していない人がい
る世帯は、所得の簡易申告書を提出していただ
く必要があります。当てはまる人には、６月中
に通知を行っています。
　所得の簡易申告書を、まだ提出していない人
は提出してください。

被保険者証の更新

　現在、お持ちの被保険者証（水色）の有効期
限は、７月31日㈰です。
　新しい被保険者証は、前年の所得により窓口
負担割合（１割または３割）の再判定を行い、
７月下旬に郵送します。  ８月以降、病院にか
かる時は、新しい被保険者証（クリーム色）を
使用してください。
　有効期限を過ぎた被保険者証は、細かく破り
捨てるなど、個人の責任で処分するか、保険年
金課または各支所・出張所担当課の窓口に返
却してください（郵送可）。

給付金キャラクター給付金キャラクター
カクニンジャカクニンジャ
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　経済的自立に効果の高い資格を取得するため、
１年以上養成機関で修業する場合に、生活費の
一部を支給します。
対象　ひとり親家庭の親で次のすべてに当ては
まる人①児童扶養手当の支給を受けているか、
同様の所得水準にある②市内在住で20歳未
満の子を養育している③資格取得のために養
成機関で１年以上の訓練課程を修業し、対象
資格の取得が見込まれる④経済的事情により、
就業または育児と修業の両立が困難である⑤
過去に高等職業訓練促進給付金を受給してい
ない⑥市税などの滞納がない
対象となる資格　看護師（准看護師含む）、介
護福祉士、保育士、理学療法士、作業療法士
など
支給期間　修業期間の全期間（上限36カ月）
給付金額（月額）　市民税非課税世帯＝10万円、
市民税課税世帯＝７万５百円
※予算額に達し次第終了します
申込方法　事前にこども課に相談し、申し込む

高等職業訓練促進給付金等事業 高等学校卒業程度認定試験合格支援事業
　高等学校卒業程度（以下、高卒とする）認定試験の合
格を目指すための講座の受講費の一部を支給します。
対象　市内在住で20歳未満の子を扶養し、次のすべて
に当てはまる、ひとり親家庭の親、または、その児童
①児童扶養手当の支給を受けているか、同様の所得水
準にある②就業経験、技能、資格の取得状況などから
判断して、高卒認定資格に合格することが適職に就く
ために必要であると認められる③過去に高卒認定試験
合格支援事業を受給していない
　④市税などの滞納がない
支給対象講座　高卒認定試験の
合格を目指す講座（通信制講
座を含む）
※高等学校等修学支援金制度の
支給対象となる場合は対象外
給付額　受講終了時給付金＝受講費の２割（上限10万
円）、合格時給付金（受講終了後２年以内に高卒認定試
験の全科目に合格した時に支給）＝受講費の４割（受講
修了時給付金と合わせて上限15万円）
申込方法　事前にこども課に相談し、申し込む

　ひとり親家庭などの人が、修学や病気などの理由で、
日常生活を営むのに支障が生じている
場合に、家庭生活支援員を無料で派遣
します。
支援内容　生活援助、食事の世話、居
宅の掃除、身の回りの世話、子育て支援など
対象　生活保護受給世帯または市民税非課税世帯のひと
り親家庭であり、次の理由により生活援助や子育て支
援が必要な世帯①自立促進に必要な理由（技能習得の
ための通学、就労活動など）②社会通念上必要と認め
られる理由（疾病、出張、看護、冠婚葬祭、学校など
の公的行事への参加など）③生活環境が変わり、日常
生活を営むのに大きな障害が生じている など
支援する場所　生活援助＝利用者の居宅、子育て支援＝
家庭生活支援員の居宅、講習会の受講会場など
利用方法　こども課で事前に派遣対象家庭の登録をして
利用する
※希望どおりの派遣ができない場合があります

ひとり親家庭等日常生活支援事業
　子ども医療費受給資格者証を使わずに窓口で医療費
（保険診療分）を支払ったときは、自己負担額の一部を
払い戻すことができます。
対象　子ども医療費の受給資格
を持ち、県外の医療機関を受
診したり、県内の医療機関で
受給資格者証を持たずに受診
したりするなど、医療機関の
窓口で、医療費（保険診療分）
を支払った人
申請方法　こども課または各支所・出張所担当課に備え
付けの申請書に記入し、直接提出する
持ってくるもの　保険証（子どものもの）と子ども医療
費受給資格者証、病院の領収証、認め印（シャチハタ
不可）、保護者の通帳など（口座番号などがわかるも
の）
申請期限　受診した日の翌月から５年以内
支給方法　保護者の口座への振り込み（申請から払い戻
しまで２～３カ月かかることがあります）
※詳しくは、お問い合わせください

子ども医療費に関するお知らせ
 こども課（津山すこやか・こどもセンター内）

☎32-2065

　市では、病気の予防や重症化を防ぐため、特定健診を
実施しています。今年度は、特定健
診の簡易版として先着100人限定で、
イオンモール津山にて実施します。
　自分の体の健康状態を知るために
ぜひ、受診してください。
とき　８月10日㈬午前10時～午後
３時
ところ　イオンモール津山２階イオ
ンホール（河辺）
検査項目　問診、身体測定、診察、血圧、尿（糖、たんぱ
く）、血液（脂質、肝機能、耐糖能）、クレアチニン、尿酸
対象　40～74歳の津山市国民健康保険被保険者
料金　200円
定員　100人（先着順）
申込方法　健康増進課に電話で申し込む
締め切り　７月15日㈮午後５時
※社会保険、後期高齢者医療保険、生活保護の人は対象外
※健診受診者を対象に肌年齢測定も実施

特定健診の簡易版を行います
 健康増進課☎32-2069

特定健診マスコット特定健診マスコット
キャラクター ハレルンキャラクター ハレルン

　乳幼児の健全な発育には歯の健康が大切です。
親子でお口の健康について考えてみませんか。

日程 時間

7月28日㈭

①10:00～　　⑤13:00～
②10:30～　　⑥13:30～
③11:00～　　⑦14:00～
④11:30～　　⑧14:30～

ところ　津山歯科医療センター（沼）
対象　２歳～小学３年生までの子どもと保護者
内容　むし歯予防の話、歯みがき指導、歯科検
診、フッ化物塗布、むし歯
菌の顕微鏡観察など
定員　子どもと保護者100組
料金　無料
持ってくるもの　歯ブラシ、コップ、タオル（保
護者分も要）
申込方法　健康増進課に電話で申し込む

たんぽぽ運動
歯みがき指導とフッ化物塗布

 健康増進課☎32-2069

　市では、平成27年５月に策定した「津山市
立教育・保育施設再構築計画」に基づき、高野
本郷地内と二宮地内での新しい市立幼稚園２園
の建設を計画し、平成31年度の開園を目指し
ています。
　この建設計画の概要や今後
のスケジュールなどについて
の説明会を開催します。
　ぜひ、ご参加ください。
とき　７月６日㈬午後７時～
ところ　津山市総合福祉会館４階大会議室
対象　市立幼稚園の新設に関心のある人

ご参加ください
新しい市立幼稚園の説明会

 こども課☎32-2179

※詳しくは、お問い合わせください

説明会の内容
●市立幼稚園再構築の経緯
●建設予定地選定のポイント
●新しい幼稚園の機能
●今後のスケジュール　など

ひとり親家庭などを支援します
 こども課（津山すこやか・こどもセンター内）☎32-2065

　市では、ひとり親家庭（母子・父子・寡婦・寡夫家庭）などの経済的な自立を目的として、技能習得や就労
についてさまざまな支援を行っています。詳しくは、お問い合わせください。

こちらもご利用ください
ひとり親家庭の就労を支援します
　母子・父子家庭の人の状況や要望に沿っ
た支援計画を作成するなど、
自立・就労支援を実施して
います。お気軽にご相談く
ださい。
とき　月～金曜日午前８時
30分から午後５時15分（祝日を除く）
ところ　こども課（津山すこやか・こども
センター内）
支援内容　母子・父子自立支援員が、就職
や転職を希望する人に、ハローワークと
連携しながら個別で相談に応じ、就職に
向けたサポートを行う
対象　市内在住で児童扶養手当を受給して
いる人（生活保護受給者を除く）
料金　無料
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あなたの会社もワーク・ライフ・バランスを推進しませんか
 津山男女共同参画センター「さん・さん」（アルネ・津山５階）☎31-2533

　市では、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることのできるまちづくりを目指し、地域の企業や事
業者と連携して、高齢者や障害者、子どもを地域全体で見守る「津山市見守り協定 つやま見守ろうねット」
の締結事業者を募集しています。一人ひとりが地域の人を気に掛けることで、大きな見守りの輪となり、日々
の生活の安心へとつながります。ぜひ、ご協力ください。申込方法など、詳しくはお問い合わせください。
■「つやま見守ろうねット」協定締結事業者（平成28年６月１日現在）
　  あしだストアー、イワタニ山陽株式会社津山営業所、生活協同組合おかやまコープ、けんたくん津山店、
有限会社加藤鮮魚店、山陽新聞奥津部会、山陽新聞津山線部会、山陽新聞北陽部会、株式会社山陽マル
ナカ、すみれ会配食サービス、株式会社タカダ津山営業所（津山市水道局お客様センター）、中国電力
株式会社津山営業所、株式会社津山朝日新聞社、津山ガス株式会社、津山農業協同組合、社会福祉法人
津山福祉会高寿園、株式会社天満屋ハピーマート、株式会社トマト銀行、社会福祉法人日本原荘、日本
郵便株式会社津山市内郵便局、明治安田生命保険相互会社岡山支社

「津山市見守り協定 つやま見守ろうねット」 締結事業者を募集します
 高齢介護課（市役所１階11番窓口）☎32-2070

　市では、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）や、男女がともに働きやすい職場環境づくりなど
の推進に取り組んでいます。平成27年度に、ワーク・ライフ・バランスの向上に積極的に取り組む企業を募
集したところ、次の企業から応募があり、このたび推進企業として認定されました。
　今回、認定を受けた９社はそれぞれ、独自の休暇制度の運用やノー残業デーの徹底、託児環境の充実など、
社員の仕事と生活の両立を支援し、働きやすい職場環境づくりを進めています。
　また、市では、事業所に無料で両立支援アドバイザーを派遣し、ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた
取り組みが、より一層推進されるよう支援しています。ぜひ、ご利用ください。
■第１回津山市ワーク・ライフ・バランス推進企業認定（平成27年度募集分）
　・オーエヌ工業株式会社　　・株式会社日本政策金融公庫津山支店　　・社会福祉法人日本原荘
　・レプタイル株式会社　　　・日笠商事株式会社　　　　　　　　　　・株式会社末田薬局
　・共和機械株式会社　　　　・社会福祉法人津山社会福祉事業会　　　・社会医療法人清風会
※平成28年度の推進企業認定の募集は11月から開始予定です。詳しくは、お問い合わせください
■両立支援アドバイザー派遣事業
派遣対象　市内に事業所を有する従業員数が300人以下の事業所
アドバイザーの主な業務
　 両立支援のための各種助成金の活用方法の助言、労働時間の短縮や業務効率の改善提案、社内研修やセミナ
ーの講師、就業規則の整備や見直し、生産性の向上に向けた支援など
申請期限　７月31日㈰

見守り協力事業者 高齢者・障害者・子ども

見守り協定担当課
高齢介護課

地域包括支援センターや
市役所関係課の職員

②市役所に状況など
を連絡する

①日常業務の中で
異変を発見

③関係機関と調整・
対応

④対応・支援

市
民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た

秘
書
広
報
室
☎
32
‐
２
０
２
９

　
「
元
気
で
明
る
く
楽
し
く
」を
合
言
葉
に
活

動
す
る
農
事
組
合
法
人
・
ア
ク
ト
神
代
村
の

皆
さ
ん
と
市
長
が
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者　

神
代
地
域
で
今
後
も
農
業
を
続
け

て
い
け
る
仕
組
み
を
作
る
た
め
に
は
地
域
の

農
業
者
同
士
が
協
力
し
合
う
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
、
農
事
組
合
法
人
（
集
落
営
農
）
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
耕
作
放
棄
地
を
作
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
作
付
け
を
工
夫
す
る

な
ど
、
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
大

切
な
田
畑
を
子
ど
も
や
孫
の
世
代

に
引
き
継
ご
う
と
考
え
、
で
き
る

こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
長　

近
年
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
農
業
者
が
協
力

し
合
い
、
農
地
を
守
っ
て
い
く
集

落
営
農
の
取
り
組
み
が
広
が
る
と

良
い
で
す
ね
。

参
加
者　

わ
た
し
た
ち
の
強
み
は

団
結
力
と
行
動
力
で
す
。
メ
ン
バ

ー
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
分
野
を
持
っ
て
い
て
、

水
路
の
改
修
や
獣
害
の
防
護
柵
の
設
置
な
ど

で
、
そ
の
技
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
み
ん
な
で
農
業
を
行
う
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
良
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

病
気
で
農
業
が
で
き
な
く
な
っ
て
も
、
お
互

い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
み
ん
な
で
作
業
を
す
れ
ば
、

楽
し
さ
倍
増
、
苦
し
さ
半
減
と
な
り
、
困
難

な
こ
と
で
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
楽
し
く
地

域
の
農
業
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

そ
し
て
、
近
隣
の
集
落
と
も
農
業
で
協
力
し

合
え
る
体
制
が
と
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
収
穫
祭
を
行

う
な
ど
、
農
業
で
地
域
を
元
気
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
わ
た
し
た
ち
が
一
生
懸

命
農
業
を
営
む
姿
を
子
ど
も
や
孫
に
見
せ
る

こ
と
で
、
次
世
代
に
農
業
が
引
き
継
が
れ
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
や
田
畑
な
ど
の
原
風
景
が

守
ら
れ
て
い
け
ば
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。

市
長　

志
を
同
じ
く
す
る
メ
ン
バ
ー
が
、
小

さ
な
こ
と
か
ら
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
大
き

な
こ
と
を
や
り
遂
げ
る
と
い
う
姿
勢
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　

定
年
帰
農
者
な
ど
が
地
域
に
根
付
い
て
農

業
を
地
域
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
で
、
若
者

が
将
来
戻
っ
て
き
た
く
な
る
地
域
に
な
れ
ば

良
い
で
す
ね
。
市
と
し
て
も
で
き
る
限
り
応

援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第25回第25回
とき　５月13日㈮
テーマ
　地域での農業について

参加者

植本 幸男さん（神代）
甲元 英治さん（ 〃 ）
今井 慶一さん（ 〃 ）
江原 昭典さん（ 〃 ）
安藤 隆章さん（ 〃 ）
森宗 豊さん　（ 〃 ）

　自宅に畑を持たない市民の皆さんに農
業体験ができる場を提供するため、市民
農園を開設しています。
ところ　大田地内
対象　市内に住所がある個人または団体
で、農業経験が無い人（営利目的での
利用は不可）
利用可能面積　１区画あたり40㎡
募集区画数　７区画（先着順）
利用可能期間　最長５年間
利用料　１区画あたり6,000円（年額）
※年度途中での加入の場合、500円×利
用月数
申込方法　農業振興課に備え付けの利用
申込書に必要事項
を記入し、直接提
出する
※詳しくは、お問い
合わせください

市民農園を利用しませんか
 市民農園実行委員会事務局（農業振興課内：

市役所４階）☎32-2079
　農業者年金は、農業者がより豊かな老後の生活を過ごすこ
とができるよう、国民年金（老齢基礎年金）に上乗せする公
的な年金制度です。
対象　次のすべてに当てはまる人
①国民年金第１号被保険者②年間60日以上農業に従事して
いる③20歳以上60歳未満
保険料（掛け金）　月額２万～６万７千円で、自由に選択可能
農業者年金の特徴
●80歳まで保証付きの終身年金
年金は終身受給できます。加入者や受給者が80歳になる前
に亡くなった場合は、80歳までに受け取ると仮定した金額
を死亡一時金として、遺族が受け取ることができます
●税制上の優遇措置
保険料は最大80万４千円の社会保険料控除が適用でき、所
得税や市県民税が減額される場合があります
●保険料には手厚い国庫助成あり
認定農業者など、一定の要件を備えた意欲のある担い手に
は、国から保険料の２割、３割または５割の助成がありま
す
※申込方法など、詳しくはお問い合わせください

農業者年金に加入しませんか
 農業委員会事務局（農業振興課内：市役所４階）☎32-2159

■「つやま見守ろうねット」の仕組み

2016.7 1011 2016.7



平成27年度くすのき賞平成27年度くすのき賞

山本進さん山本進さん

津山工芸愛好会津山工芸愛好会

　ＪＲ津山駅～智頭駅の各駅をのんびり楽しむ、
みまさかスローライフ列車が開催されました。
　乗客たちは、車窓から新緑に包まれた因美線の
景色を楽しんだり、美作滝尾・美作加茂・美作河
井駅など各駅で地元の皆さんが販売する地域の特
産品や手打ちそばなどを買い求めたりするなど、
思い思いに列車の旅を満喫していました。

みまさかスローライフ列車の旅
景色やおもてなしを満喫

第１回牛うまっ王選手権
旨さ抜群！牛肉料理がずらり

　５月３日・４日、来場者による人気投票と出展者の売上金額や販
売食数により優勝者を決める牛うまっ王選手権が、津山城（鶴山公
園）で行われ、県北の13団体が味を競いました。
　来場した中山昌美さん（福岡県北九州市）は「面白そうなイベント
だったので、家族や親戚と一緒に来ました。いろいろな牛肉料理を
味わえて良かったです。また、ステージイベントもあったので、と
ても楽しめました」と話してくれました。

　旧津山扇形機関車庫を改装し、４月２日にグラ
ンドオープンした津山まなびの鉄道館（大谷）。
開館からわずか１カ月で来館者数１万人を達成し
ました。１万人目の来館者となった友村佳伸さん
一家（奈良県香芝市）は「津山にある懐かしい車両
を見たくて来ました。今日は、記念に残る日にな
りました」とうれしそうに話してくれました。

来館者数１万人達成記念セレモニー
懐かしい機関車を見たくて

５月８日市立図書館
楽しく読もう！ファミリー音読発表会

５月22日城西地区（アルネ・津山東広場発着）
第30回津山ふれあいウォークラリー大会

近藤孝幸さん、和子さん、
太佑さん、亘平さん（山方）

牛炙り串焼き牛炙り串焼き

つやま和牛ももの丸焼きつやま和牛ももの丸焼き

投票の様子投票の様子

総合優勝した「ネギまみれの総合優勝した「ネギまみれの
焼きそずりポンズ」の出展者焼きそずりポンズ」の出展者

　ソシオ一番街とアルネ・津山東広場でソシオの
フリーマーケット・にぎわい市が開催されました。
約60店が出店し、家庭で不用になった服や日用品
などを販売しました。
　来場した前田万葉さん（小田中）は、「いろいろ
なお店があり、欲しいものが見つかって良かった
です」と話してくれました。

ソシオのフリーマーケット・にぎわい市
掘り出しものを発見

　阿波ふるさとふれあい会館と阿波森林公園で、
阿波ふるさと祭りが開催されました。
　阿波ふるさとふれあい会館では、ヒラメ（アマ
ゴ）の塩焼きや山菜おこわ、ウドやワラビなどの
山菜を、大勢の人が買い求めていました。また、
歌謡ショーやバルーンアートショーなども行われ、
祭りは大いに盛り上がっている様子でした。

第45回阿波ふるさと祭り
阿波のグルメを堪能

佐古則子さん、亮裕さん
（北園町）

『おしいれのぼうけん』の主
人公が、冒険に行く時のワク
ワクする気持ちを工夫して読
みました。

今年で５回目の参
加です。毎年、子
どもたちの成長を
感じながら楽しん
でいます。今回は
城西地区のことを
知る良い機会とな
りました。

　５月19日、津山市文化連盟が地域の文化・芸
能の分野で活躍する個人や団体に贈る「くすのき
賞」が、山本進さん（加茂町公郷）と津山工芸愛好
会に贈呈されました。

　山本さんは、県内でも数
人しかいない茅葺き職人と
して、日本古来の伝統的な
茅葺き屋根を研究し、その
伝統を後世に残すため、全
国各地の茅葺き屋根の模型
製作などにも取り組み、普
及に努めています。

　また、津山工芸愛好会は昭和46年の発足以来、
津山地方の工芸の手法と伝統を守り伝え、毎年、
工芸作品展を開催するなど、伝統文化の普及と
継承に取り組んでいます。

炙り牛寿司炙り牛寿司
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（
募
集
）

●固定資産税・都市計画税第２期

●介護保険料
（普通徴収） 第２期

●国民健康保険料
（普通徴収） 第１期

●後期高齢者医療保険料
（普通徴収）

第１期

（５月１日現在）

（納期限：8月1日㈪）

7月31日㈰  午前9時～午後4時
納税課（市役所2階1番窓口）

日曜納税窓口

 人口 103,246人 （前月比＋96）
 男 49,322人 （同＋77）
 女 53,924人 （同＋19）
 世帯 44,856世帯 （同＋143）

 転入 393人 転出 278人
 出生 66人 死亡 85人

4 月中のひとの動き

7 月 の 納 税

お
知
ら
せ

身
体
障
害
者
巡
回
更
生
相
談

と
き　

７
月
21
日
㈭
午
前
11
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

神
南
備
園
（
大
谷
）

相
談
内
容　

肢
体
不
自
由
・
聴
覚

障
害
に
関
す
る
こ
と

持
っ
て
く
る
も
の　

印
鑑
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
使
用
中
の
補
装

具
、
年
金
額
の
わ
か
る
も
の

申
込
方
法　

障
害
福
祉
課
に
電
話

ま
た
は
、
直
接
申
し
込
む

問
障
害
福
祉
課
☎
32
‐
２
０
６
７
、

32
‐
２
１
５
３

働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る

若
者
を
支
援
し
ま
す

と
き　

毎
週
火
曜
日
午
前
11
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　

お
か
や
ま
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
つ
や
ま
サ

テ
ラ
イ
ト
（
ア
リ
コ
ベ
ー
ル
し

ん
ざ
２
階
：
南
新
座
）

内
容　

個
別
相
談
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
訓
練
、
就
労
体
験
な

ど
に
よ
る
職
業
的
な
自
立
支
援

対
象　

働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え

て
い
る
無
職
の
人（
15
〜
39
歳
）

※
予
約
要

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
中
四
国
事
業
本
部（
岡
山
市
）

☎
０
８
６
‐
２
２
４
‐
３
０
３
８

「
相
談
」
は
22
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す

高
校
生
の
就
職
を
支
援
し
ま
す

高
校
生
の
地
元
就
職
を
支
援
す

る
「
高
校
生
の
た
め
の
ジ
ョ
ブ
フ

ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

７
月
20
日
㈬
午
後
１
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

津
山
総
合
体
育
館

参
加
事
業
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津

山
・
美
作
管
内
の
事
業
所
約
40

社
（
予
定
）

内
容　

仕
事
内
容
や
企
業
が
求
め

る
人
材
の
説
明
、
適
職
診
断
や

就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
予
約
不
要

※
大
学
へ
の
進
学
希
望
者
も
参
加

可
問
津
山
広
域
事
務
組
合
（
津
山
圏

域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
内
：
山

下
）
☎
24
‐
３
６
３
３

狩
猟
免
許
試
験

野
生
鳥
獣
を
狩
猟
す
る
に
は
、

免
許
が
必
要
で
す
。

■
岡
山
会
場

と
き　

８
月
10
日
㈬
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

体
験
学
習
施
設
百
科
プ

ラ
ザ
（
岡
山
市
）

締
め
切
り　

７
月
27
日
㈬

■
津
山
会
場

と
き　

８
月
26
日
㈮
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
大
田
）

締
め
切
り　

８
月
12
日
㈮

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

試
験
内
容　

適
性
・
技
能
・
知
識

試
験

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
美
作
県
民
局
森
林
企
画
課
（
山

下
）
☎
23
‐
１
３
８
４

狩
猟
免
許
等
取
得
補
助
金
制
度

狩
猟
免
許
を
、
初
め
て
取
得
し

た
人
に
免
許

の
取
得
費
を

補
助
し
て
い

ま
す
。

締
め
切
り　

10
月
31
日
㈪

申
込
方
法　

森
林
課
（
市
役
所
４

階
）に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷

可
）
に
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
え
て
直
接
提
出
す
る

問
森
林
課
☎
32
‐
２
０
７
８

「
相
談
」
は
22
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す

募　
　

集

婚
活
イ
ベ
ン
ト

城
西
♥
座
禅
de
婚
活 

参
加
者

と
き　

７
月
９
日
㈯
受
付
午
前
10

時
〜
、
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

２
時
30
分

と
こ
ろ　

集
合
＝
作
州
民
芸
館

（
西
今
町
）、
座
禅
＝
長
安
禅
寺

（
西
寺
町
）

内
容　

城
西
地
区
の
散
策
、
座
禅

体
験
、
流
し
そ
う
め
ん
体
験

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に

通
勤
し
て
い
る
20
〜
49
歳
の
独

身
の
人

定
員　

男
女
各
15
人

料
金　

２
千
円
（
男
女
と
も
）

締
め
切
り　

７
月
１
日
㈮

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
城
西
ほ
り
お
こ
し
隊
（
小

田
中
）
☎
31
‐
０
１
０
２

津
山
納
涼
ご
ん
ご
ま
つ
り

お
ど
り
講
習
会 

参
加
者

と
き　

７
月
６
日
㈬
、
13
日
㈬
、

20
日
㈬
、
27
日
㈬
午
後
７
時
〜

９
時

と
こ
ろ　

津
山
総
合
体
育
館

内
容　
「
ご
ん
ご
お
ど
り
」、「
和
っ

し
ょ
い
！
津
山
」
の
踊
り
の
講

習
持
っ
て
く
る
も
の　

体
育
館
用
の

上
履
き

■
第
38
回
津
山
納
涼
ご
ん
ご
ま
つ

り
IN
吉
井
川

と
き　

８
月
６
日
㈯
、
７
日
㈰

と
こ
ろ　

吉
井
川
河
岸
緑
地
公
園

ほ
か

問
ご
ん
ご
お
ど
り
分
科
会
事
務
局

（
公
益
社
団
法
人
津
山
市
観
光

協
会
内
：
山
下
）
☎
22
‐
３
３

１
０

中
核
的
技
術
者
等
育
成
研
修

参
加
者

と
き　

７
月
22
日
㈮
〜
平
成
29
年

２
月
23
日
㈭
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
毎
月
１
〜
２
回
開
催
、

全
11
回
） 

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
や
各
企

業
の
現
場
な
ど

内
容　

職
場
の
効
率
化
や
改
善
活

動
が
で
き
る
自
立
型
リ
ー
ダ
ー

を
目
指
す
セ
ミ
ナ
ー

講
師　

小
柳
津
勝
さ
ん
、
吉
田
徹

さ
ん
、
平
岡
正
博
さ
ん
（
も
の

づ
く
り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
企
画
職

員
）

対
象　

企
業
で
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
人
や
管
理
者
な
ど

定
員　

12
人

参
加
費　

無
料

締
め
切
り　

７
月
８
日
㈮
午
後
５

時
必
着

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

（
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ

ー
内
）
☎
24
‐
３
６
３
３

伝
統
文
化
茶
道
教
室 

参
加
者

と
こ
ろ　

勝
北
公
民
館（
新
野
東
）、

加
茂
町
公
民
館（
加
茂
町
塔
中
）

対
象　

幼
児
〜
高
校
生

料
金　

１
回
２
百
円
（
実
費
）

※
開
催
す
る
曜
日
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
勝
北
支
所
市
民
生
活
課
☎
32
‐

７
０
２
１

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
団
体

対
象　

道
路
の
沿
道
や
公
共
施
設

な
ど
を
利
用
し
、
花
壇
づ
く
り

に
取
り
組
む
団
体（
町

内
会
、
市
民
団
体
、

学
校
、
企
業
な
ど
）

申
込
方
法　

環
境
生
活
課
ま
た
は

各
支
所
・
出
張
所
担
当
課
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

申
し
込
む

締
め
切
り　

７
月
13
日
㈬

問
津
山
市
環
境
衛
生
推
進
委
員
会

事
務
局
（
環
境
生
活
課
内
：
市

役
所
１
階
１
番
窓
口
）
☎
32
‐

２
０
５
５

大
学
生
の
た
め
の

就
活
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム 

参
加
者

と
き
・
と
こ
ろ　

８
月
16
日
㈫
〜

19
日
㈮
＝
中
央
公
民
館（
大
谷
）、

９
月
１
日
㈭
＝
津
山
圏
域
雇
用

労
働
セ
ン
タ
ー

※
各
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容　

企
業
の
取
材
後
、
そ
の
紹

介
記
事
の
作
成
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
講
習
な
ど

講
師　

小
林
章
子
さ
ん
（
は
た
ら

こ
ら
ぼ
代
表
）

対
象　

次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま

る
人
①
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
・
高
等
専
門
学
校
に
通
う
就

職
活
動
前
の
学
生
②
市
内
在
住

ま
た
は
津
山
市
出
身
③
全
日
程

に
参
加
で
き
る

定
員　

10
人

締
め
切
り　

７
月
15
日
㈮

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
仕
事
・
移
住
支
援
室
（
津
山
圏

域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
24
‐
３
６
３
３

7000万円
と同時発売

7000万円
と同時発売

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。
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◇７月のこんにちは市役所さんの放送はありません
◆情報ホットライン：毎時57分～00分

※放送日時は変更になる場合があります

（
募
集
）

（
募
集
）

北
部
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生

■
医
療
事
務
科

訓
練
期
間　

８
月
２
日
㈫
〜
10
月

31
日
㈪

訓
練
場
所　

津
山
勤
労
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
勝
部
）

定
員　

15
人
（
ひ
と
り
親
２
人
含

む
）

締
め
切
り　

７
月
12
日
㈫

■
ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
科

訓
練
期
間　

10
月
４
日
㈫
〜
12
月

27
日
㈫

訓
練
場
所　

津
山
圏
域
雇
用
労
働

セ
ン
タ
ー

定
員　

15
人

募
集
期
間　

７
月
25
日
㈪
〜
９
月

８
日
㈭

■
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
、
Ｏ
Ａ
事
務

科
、
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
科

訓
練
期
間　

10
月
４
日
㈫
〜
平
成

29
年
３
月
14
日
㈫

訓
練
場
所　

北
部
高
等
技
術
専
門

校
（
川
崎
）

定
員　

エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
＝
10
人
、

Ｏ
Ａ
事
務
科
＝
20
人
、
ケ
ア
サ

ー
ビ
ス
科
＝
20
人

締
め
切
り　

８
月
19
日
㈮

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

対
象　

求
職
中
の
人

受
講
料　

無
料
（
教
材
費
要
）

申
込
方
法　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
へ
相
談
し
、
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
北
部
高
等
技
術
専
門
校
☎
26
‐

１
１
２
５

男
女
共
同
参
画
市
民
企
画
講
座

企
画
者

応
募
資
格　

市
内
を
拠
点
に
定
期

的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
概

ね
５
人
以
上
で
構
成
す
る
市
民

団
体
や
グ
ル
ー
プ

募
集
内
容　

次
の
す
べ
て
に
当
て

は
ま
る
講
座
①
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
内
容
②

広
く
一
般
に
公
開
で
き
る
③
応

募
者
が
自
主
的
に
企
画
・
準
備
・

運
営
を
行
う

支
援
内
容　

①
外
部
講
師
へ
の
謝

礼
（
上
限
２
万
円
）
②
さ
ん
・

さ
ん
の
会
議
室
、
調
理
室
、
和

室
を
開
催
場
所
と
し
て
提
供
③

広
報
津
山
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
募
集
記
事
を
掲
載

募
集
講
座
数　

２
講
座

締
め
切
り　

７
月
15
日
㈮

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
さ
ん
・
さ
ん
」（
ア
ル
ネ
・
津

山
５
階
）
☎
31
‐
２
５
３
３

ヒ
ン
デ
ロ
ー
ペ
ン

絵
付
け
体
験
教
室 

参
加
者

と
き　

７
月
31
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

津
山
洋
学
資
料
館
（
西

新
町
）

内
容　

ボ
ー
ル
ペ
ン
か
ト
レ
イ
に

オ
ラ
ン
ダ
の
民
族
模
様
ヒ
ン
デ

ロ
ー
ペ
ン
の
絵
付
け
を
す
る

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

２
千
円

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

締
め
切
り　

７
月
15
日
㈮

問
津
山
洋
学
資
料
館
☎
23
‐
３
３

２
４

一
日
図
書
館
員 

体
験
者

■
市
立
図
書
館
（
ア
ル
ネ
・
津
山

４
階
）

と
き　

８
月
４
日
㈭
・
５
日
㈮
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

定
員　

各
日
６
人

■
久
米
図
書
館
（
中
北
下
）

と
き　

７
月
27
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時

定
員　

３
人

■
加
茂
町
図
書
館（
加
茂
町
塔
中
）

と
き　

８
月
２
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時

定
員　

３
人

■
勝
北
図
書
館
（
新
野
東
）

と
き　

８
月
３
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時

定
員　

３
人

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

対
象　

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

応
募
期
間　

７
月
１
日
㈮
〜
15
日

㈮
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
市
立
図
書
館
で
は
、
昨
年
体
験

し
た
人
の
応
募
は
不
可

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
市
立
図
書
館
☎
24
‐
２
９
１
９
、

久
米
図
書
館
☎
57
‐
３
４
４
４
、

加
茂
町
図
書
館
☎
42
‐
７
０
３

２
、
勝
北
図
書
館
☎
36
‐
８
６

２
２

手
作
り
発
表
会
vol.
２ 

出
演
者

舞
踊
や
弾
き
語
り
、
手
品
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
の
発
表
会
で
す
。

と
き　

８
月
28
日
㈰
午
前
の
部

（
カ
ラ
オ
ケ
）＝
午
前
10
時
〜
、

午
後
の
部（
フ
リ
ー
ジ
ャ
ン
ル
）

＝
午
後
１
時
30
分
〜
（
予
定
）

と
こ
ろ　

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山

（
ア
ル
ネ
・
津
山
７
階
）

定
員　

午
前
の
部
＝
30
組
程
度
、

午
後
の
部
＝
30
組
程
度
（
先
着

順
）

締
め
切
り　

７
月
24
日
㈰
午
後
６

時
ま
で

参
加
費　
【
午
前
の
部
】１
人
＝
１

３
０
０
円（
１
曲
５
分
以
内
）、

【
午
後
の
部
】
１
〜
９
人
＝
１

人
５
分
以
内
９
０
０
円
、
10
人

以
上
＝
１
人
５
分
以
内
８
０
０

円
※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山
☎
31
‐
２

５
２
５

科
学
ゆ
め
ク
ラ
ブ
津
山 

参
加
者

と
き
・
内
容　

①
10
月
１
日
㈯
＝

へ
ん
光
板
を
使
っ
て
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
を
作
ろ
う
②
11
月
12
日

㈯
＝
多
面
体
の
ふ
し
ぎ
③
12
月

３
日
㈯
＝
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト

を
動
か
そ
う

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

①
③
＝
津
山
工
業
高
等

専
門
学
校（
沼
）、
②
＝
湯
郷
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
美
作
市
）

（
予
定
）

対
象　

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年

生（
②
③
は
小
学
３
〜
６
年
生
）

参
加
費　

各
回
30
円

申
込
方
法　

①
住
所
②
氏
名
③
学

校
名
④
学
年
⑤
性
別
⑥
保
護
者

氏
名
⑦
電
話
番
号
⑧
希
望
日
を

Ｅ
メ
ー
ル
で
伝
え
、
申
し
込
む

締
め
切
り　

７
月
29
日
㈮

問
津
山
工
業
高
等
専
門
学
校
☎
24

‐
８
３
３
３
、

entry@
tsu

yam
a-ct.ac.jp

企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー 

参
加
者

と
き　

８
月
30
日
㈫
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

見
学
企
業（
予
定
）　

日
本
植
生
株

式
会
社（
高
尾
）、
池
田
精
工
株

式
会
社（
鏡
野
町
）、
株
式
会
社

山
田
養
蜂
場
（
鏡
野
町
）

内
容　

津
山
地
域
の
企
業
や
先
輩

社
員
の
働
く
様
子
を
見
学
し
、

仕
事
の
や
り
が
い
や
地
域
で
働

く
魅
力
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
う

対
象　

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専

門
学
校
に
在
学
中
の
学
生
で
、

津
山
市
ま
た
は
鏡
野
町
の
企
業

に
興
味
が
あ
る
人

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料
（
昼
食
付
き
）

締
め
切
り　

７
月
29
日
㈮
午
後
５

時
必
着

※
集
合
場
所
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
仕
事
・
移
住
支
援
室
☎
24
‐
３

６
３
３

夏
休
み
親
子
陶
芸
教
室
「
モ
ア
イ

像
作
り
教
室
」
参
加
者

と
き　

①
７
月
30
日
㈯
午
後
１
時

30
分
〜
②
８
月
７
日
㈰
午
後
１

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

勝
北
陶
芸
の
里
工
房

（
杉
宮
）

定
員　

各
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

一
般
＝
１
５
３
０
円
、

高
校
生
以
下
＝
９
２
０
円

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
勝
北
支
所
市
民
生
活
課
☎
32
‐

７
０
２
１

津
山
市
民
間
保
育
所
保
育
士

採
用
共
通
一
次
試
験 

受
験
者

試
験
日　

８
月
11
日
㈷

と
こ
ろ　

美
作
大
学
（
北
園
町
）

受
験
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す

る
人
ま
た
は
今
年
度
中
に
取
得

見
込
み
の
人

申
込
方
法　

津
山
市
民
間
保
育
事

業
協
会
事
務
局
（
津
山
市
総
合

福
祉
会
館
内
）
ま
た
は
こ
ど
も

課
（
津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
内
）
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
書
類

を
添
え
て
直
接
提
出
す
る

締
め
切
り　

８
月
１
日
㈪
午
後
４

時
必
着

問
津
山
市
民
間
保
育
事
業
協
会
事

務
局
☎
24
‐
７
０
８
０

食中毒に気を付けましょう
　食中毒が心配な季節です。食中毒になら
ないために、次のことに注意しましょう。

食中毒予防の３原則
食中毒菌を付けない
・ 調理前、食事前、トイレ
　後には手をよく洗う
・ まな板、ふきんなどの調
　理器具は、洗浄消毒する
･  台所は整理整頓し、常に
　清潔にする
食中毒菌を増やさない
・ 調理したものや生鮮食品は、できるだけ
早く食べる
食中毒菌をやっつける
・ 加熱して食べる食品は、中心部まで火を
通す

 健康増進課☎32-2069

宮下橋の通行止め
　津山市二宮と中島を結ぶ「宮下
橋」の車道部分の主桁に損傷が確
認され、通行の安全を確保するこ
とができないことから、２月26日
午後５時から通行止め（歩行者、
自転車は通行可）としています。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理
解とご協力をお願いいたします。
解 除時期（予定）　平成29年３月中
旬

 管理課☎32-2089

至院庄←

吉井川 →

→至
小田中国道179号線

JR姫新線

Ｎ

【二宮】

【中島】 【平福】

向陽
小学校

高野神社

至皿↓

新
宮
下
大
橋

新
宮
下
大
橋

新
宮
下
大
橋

宮
下
橋

宮
下
橋

宮
下
橋

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。
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（
講
座
・
講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
）

（
募
集
、
講
座
・
講
演
会
）

戦
争
に
関
す
る
資
料

市
で
は
、
戦
争
の
記
憶
を
語
り

継
ぎ
、
後
世
に
平
和
の
尊
さ
を
伝

え
る
た
め「
戦
争
に
関
す
る
資
料
」

の
収
集
と
保
管
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収
集
品（
例
）　

軍
服
、
兵
士
の
装

備
品
、
召
集
令
状
、
千
人
針
、

防
空
頭
巾
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど

戦
時
中
の
生
活
に
関
す
る
も
の

問
人
権
啓
発
課
（
ア
ル
ネ
・
津
山

５
階
）
☎
31
‐
０
０
８
８

自
衛
官
募
集
説
明
会 

参
加
者

と
き　

７
月
１
日
㈮
〜
８
月
31
日

㈬
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。
た

だ
し
、
土
・
日
を
希
望
す
る
場

合
は
事
前
予
約
に
よ
り
対
応
可
）

と
こ
ろ　

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力

本
部
津
山
出
張
所
（
山
下
）

説
明
種
目　

防
衛
大
学
校
学
生
、

防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
学

生
・
看
護
学
科
学
生
）、
航
空

学
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛

官
候
補
生

問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津

山
出
張
所
☎
22
‐
５
６
３
７

講
座
・
講
演
会

放
送
大
学
連
携
講
座

と
き　

７
月
３
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

演
題　
「
人
と
自
然
〜
共
生
の
概

念
〜
」

講
師　

桝
田
正
治
さ
ん
（
放
送
大

学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー
客
員
教

授
）

問
市
立
図
書
館
☎
24
‐
２
９
１
９

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
講
習
会

と
き　

７
月
13
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

さ
ん
・
さ
ん

内
容　

子
ど
も
の
事
故
防
止
対
策

や
応
急
処
置
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
方

法
）
な
ど

講
師　

津
山
圏
域
消
防
組
合
職
員

定
員　

20
人

申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
申
し
込
む

締
め
切
り　

７
月
６
日
㈬

※
託
児
あ
り
（
予
約
要
）

問
津
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
さ
ん
・
さ
ん
内
）

☎
31
‐
８
７
５
３
、

31
‐
２

５
３
４

す
こ
や
か
ハ
ツ
ラ
ツ
講
座

「
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
入
門
講
座
」

と
き　

７
月
19
日
㈫
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

内
容　

ア
ロ
マ
の
効
能
を
学
び
、

ル
ー
ム
ス
プ
レ
ー
を
作
る

定
員　

10
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費　

５
百
円

締
め
切
り　

７
月
８
日
㈮

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
中
央
公
民
館
☎
24
‐
５
１
１
１

人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

ひ
と
・
ふ
れ
あ
い
講
演
会

と
き　

７
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

演
題　

幸
せ
っ
て
な
ん
だ
っ
け
？

〜
虐
待
の
淵
を
生
き
抜
い
て
〜

講
師　

島
田
妙
子
さ
ん
（
一
般
財

団
法
人
児
童
虐
待
防
止
機
構
理

事
長
）

定
員　

３
０
０
人

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

問
人
権
啓
発
課
☎
31
‐
０
０
８
８

「
て
く
て
く
子
ど
も
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
勉
強
会

と
き　

７
月
24
日
㈰
午
前
10
時
〜

11
時
（
８
月
に
は
３
回
実
施
）

と
こ
ろ　

津
山
観
光
セ
ン
タ
ー

（
山
下
）

内
容　

市
内
の
観
光
地
や
歴
史
・

文
化
な
ど
を
学
習
す
る

講
師　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
指
導
者
や
歴
史
専
門
家

対
象　

小
学
５
年
生
〜
大
学
生

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
公
益
社
団
法
人
津
山
市
観
光
協

会
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

（
河
島
さ
ん
）
☎
０
９
０
‐
７

５
０
９
‐
８
１
１
９

津
山
市
文
化
協
会
文
化
講
座

エ
ッ
セ
イ
入
門 

文
章
力
向
上
講
座

と
き　

７
月
30
日
㈯
、
10
月
１
日

㈯
、
12
月
10
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

さ
ん
・
さ
ん

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈮
〜
20
日

㈬
問
文
化
課
☎
32
‐
２
１
２
１

イ
ベ
ン
ト

２
０
１
６
年
度
美
作
国
万ま

ん

灯と
う

会え

初
代
津
山
藩
主
・
森
忠
政
公
と

妻
・
お
岩
を
供
養
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
万
灯
会
を
３
３
３
年
ぶ

り
に
行
い
ま
す
。
参
道
か
ら
約
２

千
灯
の
竹
灯
籠
な
ど
を
並
べ
ま
す
。

と
き　

７
月
２
日
㈯
午
後
６
時
〜

９
時
（
雨
天
順
延
）

と
こ
ろ　

本
源
寺
（
小
田
中
）

内
容　

洋
楽
・
和
楽
の
演
奏
、
飲

食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

参
加
費　

中
学
生
以
上
＝
３
百
円

（
竹
灯
籠
な
ど
の
材
料
費
と
し

て
）、
小
学
生
以
下
＝
無
料

問
本
源
寺
☎
22
‐
７
３
５
１

２
０
１
６
全
日
本
地
ビ
ー
ル

フ
ェ
ス
タ
in
津
山

と
き　

７
月
22
日
㈮
、
23
日
㈯
、

29
日
㈮
、
30
日
㈯

と
こ
ろ　

ソ
シ
オ
一
番
街
、
ア
ル

ネ
・
津
山
東
広
場

問
同
実
行
委
員
会
（
ま
ち
な
か
さ

ろ
ん
再
々
内
：
堺
町
）
☎
23
‐

２
２
５
０

津
山
洋
学
資
料
館　

夏
季
企
画
展

「
言
の
葉
の
海
へ
」

オ
ラ
ン
ダ
語
の
翻
訳
に
挑
み
、

数
々
の
新
し
い
言
葉
を
作
っ
た
洋

学
者
た
ち
の
業
績
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き　

７
月
２
日
㈯
〜
９
月
25
日

㈰
と
こ
ろ　

津
山
洋
学
資
料
館

主
な
展
示
資
料　
『
蘭ら

ん

学が
く

事こ
と

始は
じ
め

』

や
『
訳や

く
け
ん鍵
』
な
ど
約
30
点

問
津
山
洋
学
資
料
館
☎
23
‐
３
３

２
４

８
月
31
日
は
野
菜
の
日

啓
発
イ
ベ
ン
ト

と
き　

７
月
18
日
㈷
〜
24
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
７
時
（
23
日
㈯

午
後
１
時
〜
３
時
に
は
、
ク
イ

ズ
な
ど
の
体
験
学
習
あ
り
）

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

内
容　

野
菜
の
働
き
（
生
活
習
慣

病
予
防
な
ど
）
や
食
べ
方
の
工

夫
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示

問
健
康
増
進
課
☎
32
‐
２
０
６
９

里
帰
り
爆
笑
お
笑
い
ラ
イ
ブ

と
き　

７
月
24
日
㈰
開
場
午
後
１

時
30
分
、
開
演
午
後
２
時

と
こ
ろ　

津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

（
山
下
）

出
演
者　

津
山
出
身
の
お
笑
い
芸

人
（
超
新
塾
、
ウ
エ
ス
ト
ラ
ン

ド
）
ほ
か

料
金　

一
般
＝
１
千
円
、
高
校
生

以
下
＝
５
百
円
、
友
の
会
会
員

＝
８
百
円
（
全
席
自
由
席
）

※
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
公
益
財
団
法
人
津
山
文
化
振
興

財
団
（
山
下
）
☎
24
‐
０
２
０

１道
の
駅
「
久
米
の
里
」

夏
の
大
感
謝
祭

と
き　

７
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

道
の
駅
「
久
米
の
里
」

（
宮
尾
）

内
容　

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
め
だ

か
の
販
売
な
ど

※
買
い
上
げ
や
飲
食
金
額
に
応
じ

て
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
を
進

呈
。
ま
た
、
24
日
㈰
は
幼
児
・

小
学
生
を
対
象
と
し
た
モ
ビ
ル

ス
ー
ツ
の
写
生
大
会
を
開
催

問
道
の
駅
「
久
米
の
里
」
☎
57
‐

７
２
３
４

作
州
津
山
宮
川
朝
市

と
き　

７
月
10
日
㈰
午
前
７
時
〜

10
時

と
こ
ろ　

宮
川
河
川
敷
・
城
北
橋

西
詰
（
山
北
）

問
み
ら
い
産
業
課
☎
32
‐
２
１
７

８加
茂
の
朝
市

と
き　

７
月
17
日
㈰
午
前
８
時
〜

９
時

と
こ
ろ　

加
茂
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

問
公
益
社
団
法
人
津
山
市
観
光
協

会
北
支
部
☎
42
‐
７
０
１
１

ＪＦＬ公式リーグ2016
セカンドステージ第７節

とき　７月30日㈯
　　　午後３時キックオフ
ところ　津山陸上競技場
入場料　一般＝1,000円
　　　　中学・高校生＝400円
　　　　 小学生以下＝無料
　　　　（夢パス会員登録要）
※ チケットの購入方法など、詳
しくは、ファジアーノ岡山
ホームページをご覧いただく
か、お問い合わせください
 ファジアーノ岡山事務局（岡山市）
　☎086-948-5654

ファジアーノ岡山ネクストファジアーノ岡山ネクスト
ＶＳＶＳ

Honda FCHonda FC

2016プレナス
なでしこリーグカップ２部

時間　午後３時キックオフ
ところ　津山陸上競技場（志戸部）
入場料　一般＝700円（前売券）
　　　　一般＝1,000円（当日券）
　　　　中学・高校生＝500円
　　　　小学生以下＝無料
※ チケットの購入方法など、詳しくは、
なでしこリーグホームページをご覧
いただくか、お問い合わせください
 シャルム事務局（高梁市）
　☎0866-22-9403

ＡＳハリマ
アルビオン

ＦＣ吉備国際大学ＦＣ吉備国際大学CC
シ ャ ル ムシ ャ ル ム

harmeharme

愛媛FC愛媛FC
レディース

77月月1717日㈰日㈰ 77月月24日㈰日㈰
ＶＳＶＳ ＶＳ

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。
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中央児童館（山北）
午前10時～午後５時 ☎ 22-2099

●七夕・お話の会　とき：２日㈯14：00～14：30
●夏だ!!カレーに挑戦　とき：９日㈯10：30～13：00
　 対象：小学生　定員：12人（先着順）　受付：６月25
日㈯10：00～　参加費：150円

●お話タイム　とき：13日㈬13：00～13：30
●赤ちゃん広場　とき：14日㈭11：00～11：30
　対象：１歳未満児と保護者　定員：10組（先着順）
　受付：６月28日㈫10：00～

南（ワイワイ）児童館（横山）
午前10時～午後５時 ☎ 24-4400

●絵本タイム　とき：７日㈭13：15～13：45
●赤ちゃんあそぼ！　とき：13日㈬10：30～11：30
　対象：１歳未満児と保護者　定員：20組（先着順）
　受付：１日㈮13：00～（電話のみ）
● ワイワイクッキング　カレー作り　とき：27日㈬
10：30～13：00　対象：小学生　定員：16人（先着順）
受付：２日㈯10：00～（電話のみ）　参加費：150円

加茂（ぐりむ）児童館（加茂町中原）
午前10時～午後５時 ☎ 42-3168

● お話タイム
　とき：１日㈮13：15～13：45、21日㈭11：00～11：30
● エアーマットデー　とき：２日㈯・24日㈰11：00～
11：30、14：00～14：30

● ８月のカレンダーづくり　とき：10日㈰13：30～
14：30　定員：10人（先着順）　受付：１日㈮10：00～

●あそぼっと・水遊び　とき：15日㈮10：30～12：00
　対象：未就園児と保護者
●手型・足型アート　とき：18日㈷10：30～12：00
　対象：幼児と保護者

阿波児童館（阿波） ☎ 46-2076
月・水・木・金曜日 午後１時～５時　９日㈯午前10時～11時30分
● わくわくタイム　とき：４日㈪～８日㈮の開館日
15：30～16：30　内容：七夕飾りづくり

●たなばた会　とき：９日㈯10：30～11：30
● かも☆あばウキウキＤＡＹ　とき：25日㈪10：30～
12：00　対象：０歳児～小学校低学年

休
館
日

中 央児童館・南児童館・加茂児童館
　４日㈪、11日㈪、17日㈰、19日㈫、25日㈪

7月
市立図書館（アルネ・津山４階）

午前10時～午後７時 ☎ 24-2919

●小さな子どものえほんのじかん
　とき：毎週水曜日10：30～11：00
●木曜ビデオ館　とき：毎週木曜日14：30～
　 内容：７日「にんじん」、14日「カンブリア爆発」、
21日「世界水中紀行 小笠原／ガラパゴス諸島」、

　28日「トロッコ」
●むかし話を聞く会
　とき：２日㈯14：00～14：30
● 健康セミナー「コツコツ減塩!!～手軽にできる減塩
のコツ～」　とき：９日㈯14：00～15：30

　講師：市職員（管理栄養士）
●脳を活性化する大人の音読会
　とき：12日㈫14：00～15：00
●小学生のための「物語をたのしむ会」
　とき：16日㈯14：00～14：40
● ファミリーシアター
　 とき・内容：18日㈷14：30～＝「ドルフィンブルー」、
31日㈰14：30～＝「ダンボ」

●おはなし会　とき：21日㈭11：00～11：30
● 関屋敏隆氏講演会「ふるさとの絵本～『りゅうじん
さまは歯がいたい』が生まれるまで～」
　とき：30日㈯14：00～15：30

加茂町図書館（加茂町塔中）
午前10時～午後６時 ☎ 42-7032

●昔話のおはなし会　とき：９日㈯10：30～11：00
● 本のリサイクル市
　とき：30日㈯・31日㈰10：00～17：00
●おはなし会　とき：31日㈰10：30～11：00

勝北図書館（新野東）
午前10時～午後６時 ☎ 36-8622

●おはなしタイム　とき：７日㈭・17日㈰10：30～11：00
●昔ばなしのじかん　とき：23日㈯14：00～14：30

久米図書館（中北下）
午前10時～午後６時 ☎ 57-3444

●こくちゃんの紙芝居劇場　とき：16日㈯15：30～
●いっしょにあそぼ！０･１･２･３てくてく
　とき：20日㈬10：30～11：30

休
館
日

市立図書館：26日㈫
加茂町・勝北・久米図書館：４日㈪、11日㈪、
　18日㈷、25日㈪、26日㈫

●児童館情報は、市ホームページで 児童館 検索●図書館情報は、市ホームページで 図書館 検索

Ｇ７伊勢志摩サミットに
津山市も協力！

市は、５月に三重県で開催されたＧ７伊勢志摩
サミットに、環境面で協力しました。
これは、市が所有する森林が吸収した二酸化炭
素（ＣＯ2）量を数値化して国に無償提供すること
で、サミットでの地球温暖化対策に参加したもの
です。
この取り組みは、ＣＯ2の排出削減・吸収量を使
って、サミット会場でのエネルギー消費で生じる
ＣＯ2排出量を埋め合わせ（オフセット）するも
ので、全国の企業や、津山市を含めた17の自治体
が参加しました。

 低炭素都市推進室☎32-2051
教育相談センター「鶴山塾」
山下87番地☎2

にこにこ

2-2
にっこりさん

523

学校のこと、友だちのこと、
　　家族のこと、
　気軽に相談してください

何気ない毎日を大切に
あるテレビ番組で主人公の父親が、家族そろっ
て食事をしたり、話をしたりするという、何気な
い生活を大切にしたいと考えていました。毎日の
生活の中で、日々家族の様子を感じとり、心のつ
ながりを大切にしようとしていたのだと思います。
生活習慣が多様化した現代の生活の中で、毎日
家族そろって何かをするというのは難しいことか
もしれません。しかし、親が自分のことをしっか
り見ていてくれるという小さな体験の積み重ねは、
子どもに安心感を与え、成長していく大きなエネ
ルギーを生み出していくように思います。
夏休みには、子どものために特別なことを計画
して、いろいろな経験をさせることも良いのです
が、何気ない毎日の生活の
中で、子どもの小さな成長
を感じていくことも大切に
したいものです。

環境奉行「エコ呂
ろ

爺
じぃ

」

この取り組みを「カ
ーボン・オフセット」
と言うのじゃ。

Ｇ７伊勢志摩サミット
ロゴマーク

北小学校10:00～10:40 ⇒総社東第二遊園地11:10～11:40 ⇒高田小学校13:00～13:30 ６月29日㈬
勝加茂小学校10:15～11:00 ⇒新野小学校13:00～13:30 ⇒広戸小学校14:30～16:00 ６月30日㈭
成名小学校10:15～11:00 ⇒清泉小学校13:00～13:40 ⇒大崎小学校14:40～16:15 １日㈮
ときわ園9:50～10:20 ⇒高野公民館11:10～11:50 ⇒広野小学校13:00～13:30 ⇒弥生小学校14:30～16:20 ４日㈪
佐良山小学校10:00～10:40 ⇒津山口駅前11:05～11:35 ⇒一宮小学校12:50～13:30 ⇒林田小学校14:30～16:00 ５日㈫
向陽小学校10:15～10:45 ⇒鶴山小学校13:00～14:00 ⇒塩手荘14:40～15:10 ６日㈬
高倉小学校10:15～10:45 ⇒衆楽公園駐車場（市役所東側）12:00～13:10 ⇒小原会館14:00～14:40 ⇒院庄公民館15:20～16:20 ７日㈭
喬松小学校10:15～10:45 ⇒道の駅「久米の里」11:25～12:00 ⇒誠道小学校13:00～13:40 ⇒田邑公民館15:00～16:00 ８日㈮
秀実小学校10:15～11:00 ⇒中正小学校12:50～13:20 11日㈪
阿波公民館10:35～11:00 ⇒旧ＪＡ上加茂11:25～11:50 ⇒加茂小学校13:00～13:40 ⇒めぐみ荘14:00～15:00 12日㈫
河辺小学校10:15～10:45 ⇒東小学校13:00～13:45 13日㈬

彩り良く野菜を食べて、
生活習慣病を予防しましょう

　野菜には、高血圧症や糖尿病、脂質異常症、がんなどの予防
に役立つ栄養素が含まれています。国の調査では、成人１人当
たりの１日の摂取量は292.3ｇで、国が示す目標量の350ｇに達
していません。野菜をしっかり食べて、元気に過ごしましょう。 毎月19日は食育の日

Vol.63

こんにゃくマリネ

１人当たり栄養価
エネルギー28kcal、たんぱく質0.6ｇ、脂質0.1ｇ、
カルシウム26㎎、食物繊維1.4ｇ、塩分0.4ｇ

【 材料（４人分）】さしみコンニャク…80ｇ、プチトマト…４個、キ
ュウリ…50ｇ、セロリ…60ｇ、タマネギ…70ｇ、黄パプリカ…
20ｇ、レモン果汁…大さじ1/2、すし酢…大さじ２、こしょう…
少々
【 作り方】①プチトマトを半分に切る。キュウリは縦半分に切り、斜
め薄切りにする。セロリ、タマネギ、黄パプリカは薄切りにする。
②鍋に湯を沸かし、タマネギを入れて沸騰させる。③❷にセロリと
黄パプリカを入れて再び沸騰させ、ゆで上がったところで鍋から取
り出し、しっかり水気を切る。④さしみコンニャクは水気をしっか
り拭き取り、ボウルにすべての野菜と調味料を入れてあえる。

問健康増進課☎32-2069

目標量の野菜350ｇを食べるための５つのポイント！
①朝、昼、夕の３食で欠かさず野菜料理を食べる
②加熱して「かさ」を減らす
③いろいろな種類の野菜を食べる
④汁物は、野菜たっぷりの具だくさんにする
⑤外食や店で惣菜などを買って帰る時は、野菜料理も選ぶ

一口メモ

2016.7 2021 2016.7



77月月救急医療案内
☎23-9910

小児救急医療電話相談☎＃８０００
土・日・祝18：00～翌８：00、平日19：00～翌８：00

休日診療　
津山市医師会 検索

行
室
報
広
書
秘

あて先は見本 
のとおりに書 
くだけでＯＫ 

※お便りの内容は広報紙やホームページで 
　紹介させていただくことがあります 

絵を描いたはがきに　①氏名とふりがな・ペンネーム可 
②年齢（学生は学校名と学年も）を記入してください 

※掲載された人には粗品を贈呈します 
※希望者には作品を返却します 法

方
募
応

 

正解者の中から抽選 
で５人に当たる！ 

問
今月号の巻頭記事
津山の○を遊ぼう学ぼう
○に入る漢字１文字は？

５月号の正解

　　　　　　応募方法 

記念品 

締め切り 

鉄道（応募60人、正解60人）
当選者の発表は、記念品の発送をもってかえさせ
ていただきます。

①答え  ②記事の感想や市政へのご意見 
③次のⒶ～Ⓓの記念品の中から１つを書いて、
秘書広報室へ応募してください。

平成28年７月20日㈬当日消印有効 

Ⓐ図書カード　Ⓑ津山洋学資料館招待券（2枚）
Ⓒあば温泉無料入浴券（5枚）
Ⓓ百々温泉めぐみ荘無料入浴券（5枚）

国
鉄
津
山
駅
の
扇
形
機
関
車
庫

（
昭
和
初
期
）

あ
の
頃
の
津
山

写
真
提
供
・
江
見
写
真
館

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
懐
か
し
い

津
山
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

問
津
山
郷
土
博
物
館

☎
22 - 

４
５
６
７

現在の津山まなびの鉄道館現在の津山まなびの鉄道館

元気な子どもを育てるために
内　容 と　き 時　間

乳 児 健 診 12日㈫、13日㈬
13:00～13:30１歳６カ月健診 ５日㈫、６日㈬

３ 歳 児 健 診 19日㈫、20日㈬
ところ　津山すこやか・こどもセンター
はっぴー子育て教室（ハーフバースデイ記念）

と　き と　こ　ろ
14日㈭ 13:30～15:00 津山すこやか・こどもセンター
内容　身体測定、情報交換、保育士によるふれあい遊び
対象　第１子の７カ月児（平成27年12月生まれ）
持ってくるもの　親子健康手帳、おむつ、ミルクなど

「愛の献血」にご協力を
と　き と　こ　ろ

22日㈮ 10:00～11:30
　　　 12:30～16:00

市役所１階市民ロビー
※400ml　献血のみの受付

相　　談

 健康増進課☎32-2069
※料金を掲載していないものは無料です

相　談　名 と　き と　こ　ろ 問い合わせ先
育児相談・健康相談 ４日㈪、11日㈪、25日㈪ 10：00～11：30 津山すこやか・こどもセンター 健康増進課☎32-2069

女性の悩みごと相談 毎週水曜日 10：00～16：00、16日㈯ 10：
00～16：00

津山男女共同参画センター
「さん・さん」 さん・さん☎31-2533

女性と子どもの法律
相談（無料・予約要）４日㈪、19日㈫ 13：30～16：40 津山すこやか・こどもセンター こども課☎32-2065

鶴山塾教育相談 毎週火・木曜日 13：30～16：30、15日㈮ 
13：30～15：30、28日㈭ 10：00～12：00 教育相談センター「鶴山塾」 鶴山塾☎22-2523

司法書士法律相談
（無料・予約要） ６日㈬、20日㈬ 13：30～15：30 環境生活課

（市役所１階１番窓口） 環境生活課☎32-2057

弁護士法律相談
（無料・予約要）

８日㈮ 10：00～12：00、13：00～15：00
※受付１日㈮ 8：30～

環境生活課
（市役所１階１番窓口） 環境生活課☎32-2057

福祉総合相談会 13日㈬ 10：00～15：00 津山市総合福祉会館 津山市社会福祉協議会
☎23-5135

行政相談
15日㈮ 10：00～15：00 津山市総合福祉会館 岡山行政評価事務所

☎086-231-4322

20日㈬ 10：00～15：00 加茂町公民館 加茂支所市民生活課
☎32-7032

人権相談 20日㈬ 10：00～15：00 津山市総合福祉会館 人権啓発課☎31-0088

人権・行政・民生合
同相談

20日㈬ 10：00～15：00 久米支所 久米支所市民生活課
☎32-7011

21日㈭ 9：00～12：00 勝北老人憩いの家 勝北支所市民生活課
☎32-7022

住宅無料相談 28日㈭ 9：00～16：00 市役所１階市民ロビー 建築住宅課☎32-2099
※14ページのお知らせにも掲載があります

健　　康
高齢者歯科検診

と　き と　こ　ろ
３日㈰ 9:00～12:00 津山歯科医療センター（沼）
対象　65歳以上の人（予約要）
申込先　津山歯科医療センター☎22-4021

妊婦歯科検診
と　き と　こ　ろ

17日㈰ 9:30～12:00 津山歯科医療センター
定員　18人（予約要・先着順）
申込先　健康増進課☎32-2069

離乳食教室
と　き と　こ　ろ

26日㈫ 10:00～12:00 津山すこやか・こどもセンター
内容　調理実習、試食、個人相談など
対象　７～11カ月児と保護者
定員　10人程度（予約要）
持ってくるもの　エプロン、三角巾、親子健康手帳など
申込先　健康増進課☎32-2069

▶
早
瀬 

和
子
（
高
野
本
郷
）

▲高山 ゆり子（小学５年生）

写
真
は
、
昭
和
初
期
に
津
山
高
等
女
学
校
の
生
徒
が
蒸
気
機

関
車
を
見
学
す
る
た
め
、
国
鉄
津
山
駅
の
扇
形
機
関
車
庫
（
現

在
の
大
谷
）
を
訪
れ
た
様
子
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
関
車
庫
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
姫
新
線
の
全
面
開
通
を
期
に
、

昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
、
主
力
で
あ
っ
た
蒸
気
機
関
車
は
、
今
の
電
車
な
ど
と

異
な
り
運
転
席
が
片
側
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
主
要
駅
な
ど
に

は
機
関
車
の
方
向
を
変
え
る
た
め
の
転
車
台
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
機
関
車
庫
が
必
要
な
駅
に
は
、
円
形
の
転
車

台
を
利
用
し
、
効
率
良
く
収
納
で
き
る
扇
形
車
庫
が
造
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
や
電
車
な
ど
、
前
後
両
側
に
運
転

席
が
あ
る
車
両
が
普
及
す
る
に
つ
れ
、
転
車
台
は
ほ
と
ん
ど
使

わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
全
国
の
転
車
台
や
扇

形
機
関
車
庫
は
次
々
と
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
時
代
の
流
れ
の
中
で
も
、
津
山
駅
の
扇
形
機
関
車
庫
は
現
在

ま
で
保
存
さ
れ
、
国
内
に
現
存
す
る
も
の
で
は
、
京
都
市
の
梅

小
路
に
あ
る
扇
形
機
関
車
庫
に
次
ぐ
２
番
目
の
規
模
を
誇
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
扇
形
機
関
車
庫
は
、
今
年
４
月
に
「
津
山
ま
な
び
の
鉄

道
館
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
蒸
気
機
関
車
や
機
関
車
庫
を
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
写
真
の
頃
と
変

わ
ら
ず
蒸
気
機
関
車
な
ど
の
車
両

を
収
蔵
し
、
津
山
の
鉄
道
の
歴
史

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

▲皆木 邦子（押入）
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外
遊
び
が
好
き
な
４
歳
の
娘
。
以
前

は
脇
目
も
振
ら
ず
に
走
り
回
っ
て
、
危

な
い
と
思
う
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
は
逃
げ
ず
に
近
く
に
居
て
く
れ
る

の
で
可
愛
さ
倍
増
で
す
。「
ミ
ニ
彼
女
」

と
称
し
て
、
わ
た
し
の
行
動
に
付
き
合

わ
せ
て
い
ま
す
。
何
歳
ま
で
こ
ん
な
風

に
接
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
、
不
安

と
喜
び
に
心
が
揺
れ
る
毎
日
で
す
。（
Ｗ
）

―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　

梅
雨
の
季
節
に
出
て
く
る
虫
と
い
え

ば
ム
カ
デ
。
家
の
中
で
遭
遇
す
る
と
パ

ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。
先
日
夜
、
家
に

帰
る
と
玄
関
の
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
の
上

に
ム
カ
デ
が
居
ま
し
た
。
ピ
ン
ポ
ン
を

押
し
て
入
ろ
う
と
す
る
礼
儀
正
し
い
奴

で
し
た
が
、
訪
問
は
お
断
り
し
ま
し
た
。

苦
手
な
の
で
家
の
外
で
も
パ
ニ
ッ
ク
に

な
っ
た
わ
た
し
っ
て
近
所
迷
惑
？（
雨
）

―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
津
山
少
年
相
撲
大

会
は
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
投
げ
ら
れ
そ

う
に
な
っ
て
も
必
死
に
こ
ら
え
る
姿
に
、

手
に
汗
を
握
り
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

カ
シ
ャ
。
体
を
土
俵
に
打
ち
付
け
ら
れ

負
け
た
豆
力
士
が
、
悔
し
さ
と
痛
さ
を

我
慢
し
な
が
ら
立
ち
上
が
る
姿
に
、
思

わ
ず
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。（
♨
）

今月の表紙
土
俵
際
の
せ
め
ぎ
合
い

第
10
回
津
山
少
年
相
撲
大
会

５
月
22
日　

津
山
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
相
撲
場
（
勝
部
）

sparkling tsuyama people

永井 俊幸 さん（加茂町宇野）
チェーンソーカーバー

　チェーンソーを使用して、主に杉の木
材からクマやフクロウなどを彫り出す彫
刻家（チェーンソーカーバー）として全国
で活躍中。2007年に初めてチェーンソ
ーアートのヨーロッパ大会に参加し、
2009年にはイギリス大会で優勝するな
ど、国内外の大会で数多く入賞を果たす。

チェーンソーアートを始めたきっかけは？
　以前、ログハウスを作る仕事をしていた時、輸入された木に
ワシの彫刻が施されていました。それがチェーンソーで作った
作品だと知り、チェーンソーアートに興味を持ちました。
　その後、アメリカチャンピオンが指導する講習会に参加し、
仕事で作るログハウスのウッドデッキに、このチェーンソーア
ートを組み合わせると面白いものができると考えるようになり
ました。次第に「自分でも作ってみたい」という思いが強くな
り、本格的にチェーンソーアートを始めました。

チェーンソーアートの魅力は？
　本来は細かい作業に適さないチェーンソーで、１本の丸太に
繊細な彫刻を施して頭に描いたものを表現し、さらに躍動感や
迫力などを作品に与えていくことに魅力を感じています。その
ため、数時間没頭し続けて１つの作品に向き合うこともありま
す。
　また、定期見学会など人前で彫る時は、短時間でお客さんに
楽しんでもらえる作品や演出を考えながら彫刻しています。完
成した作品を見て喜んでいただくこともうれしいのですが、制
作している過程を見たお客さんから驚きの声や拍手がもらえる
と、パフォーマー（演出家）としてより喜びを感じます。

津山の皆さんにメッセージを
　自然豊かで地域全体が大きな家族のような阿波地域に魅力を
感じ、平成22年にあば交流館駐車場の一角にアトリエを構え
ました。そのアトリエには制作した作品を置いていますので、
ぜひ、作品や定期見学会を見に来てください。定期見学会でのパフォーマンスの様子

定期見学会
と き　毎月第２・４日曜日午後２時～３時
と ころ　もえぎの里あば交流館西側駐車
場（阿波）
見学料　無料
※ 雨天の場合も開催。なお、主催者の都
合により、延期する場合あり
 Ｔ

ト シ

ＯＳＨＩ Ｃ
カ ー ブ ス

ＡＲＶＥＳ（加茂町宇野）
☎080-5626-8080

編
集
・
発
行

   津
山
市
総
合
企
画
部
秘
書
広
報
室（
市
役
所
３
階
）

　
  〒
708－8501 岡

山
県
津
山
市
山
北
520番

地

広
報
津
山
は
、
環
境
保
護
の
た
め
再

生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
読
み
終
え
た
後
は
リ
サ
イ

ク
ル
（
雑
誌
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

☆
広
報
津
山
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す

https://w
w
w
.city.tsuyam

a.lg.jp/

☆
津山市のフェイスブックはこちらから

https://w
w
w
.facebook.com

/
         　

　
  city.tsuyam
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 ☎
0868－32－2029

 FAX  0868－32－2152
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